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まちづくりオープンハウス・地域別意見交換会について 

 

① 開催内容 

1.まちづくりオープンハウス 

 説明パネル等の展示とあわせ、来場した方に市の職員がまちづくりの取り組み状況な

どについて情報提供や説明をしながら、これからのまちづくりについて意見交換を行い

ます。 

2.意見交換会 

 市の職員が都市計画マスタープランの素案について説明した後、オープンハウスでよ

せられた「地域づくりの方針図」へのご意見などを参考にどのようなめざす地域づくりに

ついて意見交換を行います。 

 

② 開催日時・会場 

 

※ 市内全１０会場で開催 

 

 

開 催 日 対象地域 会   場 オープンハウス 意見交換会 

９月６日（月） 黄檗地域 東宇治地域福祉センター 14：00～18：00 19:00～20：30 

９月７日（火） 槇島地域 槇島コミュニティセンター 11：00～18：00 19:00～20：30 

９月８日（水） 志津川 志津川集会所 13：30～15：30 15:30～17：00 

９月１４日（火） 宇治地域 ゆめりあうじ 11：00～18：00 19:00～20：30 

９月１５日（水） 白川 白川集会所 13：30～15：30 15:30～17：00 

９月１６日(木) 大久保地域 南宇治コミュニティセンター 11：00～18：00 19:00～20：30 

９月１８日（土） 市内全域 生涯学習センター 11：00～18：00 19:00～20：30 

９月２２日（水） 六地蔵地域 六地蔵公会堂 11：00～18：00 19:00～20：30 

９月２８日(火) 山間地域 アクトパル宇治 11：00～15：30 15:30～17：00 

９月３０日（木） 小倉地域 西小倉コミュニティセンター 11：00～18：00 19:00～20：30 
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③ オープンハウスの内容・・・詳細は別紙資料 

 パネル展示コーナー 

【全会場共通】 

（1）都市計画マスタープランの役割 

（2）全体構想（これからの視点～基本目標） 

（3）将来都市構造図 

（4）全体構想（部門別方針） 

（5）宇治市の街角写真〔特別展示〕 

【地域別】 

（6）地域の生活圏のイメージ・・・シールアンケート 

（7）まちづくりの成果 

（8）住民による宇治市の魅力の評価と地域の課題 

（9）地域づくりの基本方針 

（10）地域づくりの基本方針図・・・付箋アンケート 

 

映像コーナー 

（1）全体構想について 

（2）地域別構想について 

（3）宇治市の街角写真 

 

④ アンケート 

■ お住まいの地域（大字） 

■ 興味を持った内容 

 

⑤ 意見交換会の内容 

■ 宇治市の職員から都市計画マスタープランについて説明 

■ オープンハウスのシールアンケート、付箋アンケートの結果を基に 

  これからの地域づくりについて意見交換 

 

 

 

 

 

 

 



宇治市都市計画マスタープランの役割

実現すべき都市の将来像を明確にする

市民と行政の協働を積極的に推進する

都市づくりを進めるための指針となる

都市計画の決定･変更の指針となる

市民の合意に基づく都市計画を進めるため、様々な地域特性を踏まえ市民の意見をいかしながら、

将来のまちの姿や都市づくりの方針を「実現すべき都市の将来像」として明確にします。

マスタープランは、今後展開していく様々な都市計画の基礎となります。したがって、土地利用や道路、

上下水道、公園などの都市施設に関する都市計画が決定・変更されるときの指針となります。

マスタープランで示す将来像に基づき、土地利用や都市施設などに係る各種都市計画の整合性を

図るための指針となります。

市民と行政の協働を積極的に推進するため、可能な限り情報を提供するとともに、市民のまちづくり

活動を支援します。

マスタ－プランは、概ね20年後の宇治市を展望するため、
目標年次を、2042（令和24）年としています。
まちの将来像について一緒に考えていきましょう。



都市づくりの基本目標

宇治らしさを活かした選ばれる都市づくり宇治らしさを活かした選ばれる都市づくり

住環境や都市施設をはじめとするすべての都市づくりに、ユニバーサルデザインの考えを取り入れ、市民一人
ひとりが快適に住み、働くことができる都市づくりを進めます。

① 生活利便性の維持向上による質の高い都市づくりをめざします
② 地球環境の持続性に配慮した都市づくりをめざします
③ 人にやさしく快適な住環境・都市施設を整備します
④ 産業の育成による個性ある都市づくりをめざします

多様な住まい方・働き方を支える都市づくり多様な住まい方・働き方を支える都市づくり

災害リスクの情報を共有したうえで防災・減災対策を実施し、多様な災害リスクと共存しながら安全・安心して
住み続けられる都市づくりをめざします。

① 安全・安心して住み続けられる都市づくりをめざします
② リスク対応型の都市づくりをめざします

都市機能の充実した地域から自然が豊かな地域までそれぞれの個性を活かした上で、相互に補完し合いなが
ら、今あるネットワークや資源を有効に共有し、文化・歴史・風土などの地域特性を踏まえた都市づくりをめざし
ます。

① 各地域が連携・補完し、まちの資源を共有できる都市づくりをめざします
② 人にやさしく、環境にやさしい交通体系を実現します
③ 歩くことが楽しくなる都市づくりをめざします

総合的に災害リスクに対応できる都市づくり総合的に災害リスクに対応できる都市づくり

地域と地域が相互に連携し支え合う都市づくり地域と地域が相互に連携し支え合う都市づくり

・成⾧型社会から成熟型社会へ、拡大から質の向上を目指す
・変化に適応できる都市計画プロセス
・パートナーシップ（市・市民・事業者）による都市づくりこれからの視点これからの視点

都市づくりの基本理念に照らしながら、これからの都市計画の視点
をもとに、本市の現況や動向、時代の潮流を見据え、今後の都市
づくりを進めます。その基本目標として次の４つを定めます。都市づくりの基本目標都市づくりの基本目標

豊かな自然環境や歴史的資産など宇治らしさを活かしたまちづくりを進め、住みたい、住みたくなるまちを目指す。
また、まちのにぎわいや人の交流の促進など、人口減少社会に対応した魅力あるまちにつながる都市づくりを進め
ます。

① 快適に暮らせる市街地を形成し、豊かな自然を保全し、身近なみどりを守ります
② 歴史・文化が調和した良好なまちの景観づくりに努めます
③ 文化・歴史や茶業など、資源を活用した個性ある都市づくりをめざします



将来都市構造図

将来的な都市の骨格
①環境負荷の小さい鉄道網を強化します。
②バランスのとれた道路の幹線網を確立します。
③宇治に住む誇りと愛着を育む都市景観を形成し、世界遺産および宇治橋周辺を
まちのシンボルとして、悠久の歴史を語り継ぎます。
④水とみどりのネットワ－クを形成します。
⑤都市防災の充実を図ります。
⑥活力ある都市を目指す新たな取組を行います。



全体構想（部門別方針①）



全体構想（部門別方針②）



生活圏のイメージ 六地蔵地域

あなたがお住まいの地域で
重要と考えられるテーマはど

れですか？



生活圏のイメージ【シールアンケート】 六地蔵地域

あなたがお住まいの地域で
重要と考えられるテーマに
シールを貼ってください

六地蔵ゾーン

木幡ゾーン

その他（記入してください）

その他（記入してください）

 

 



まちづくりの成果 図：現行の都市計画マスタープランの地域づくり基本方針図
赤枠：まちづくりの成果

北の玄関口にふさわしいにぎわい
と活力ある都市空間の創出
　　　　　　↓
〇JR六地蔵駅・駅前広場の整備（H16.11）

〇JR六地蔵駅・駅舎移転・改良及び駅前
　広場等再整備（整備中）

自然や文化、歴史的遺産に囲まれた
落ち着きのある低層住宅地の形成
　　　　　　↓

湿地や山地の保全と生活環境
の維持・保全
　　　　　　↓
〇木幡池かわまちづくり計画

自然や文化、歴史的遺産に囲まれた落ち着きの
ある低層住宅地の形成
　　　　　　↓

〇宇治市北の玄関街づくり協議会の設置
　(H21.9.25)

多様な鉄道網を活かした交通結節機能の強化
　　　　　　↓
〇JR奈良線高速化・複線化第２期事業（H25～R6）
〇JR木幡駅バリアフリー化工事（H29）

〇JR六地蔵駅北周辺地区地区計画の策定
　地区施設（整備中）

〇南御蔵山地区まちづくり計画の策定(R2.11認定)
　(南御蔵山地区まちづくり協議)

〇平尾台地区地区計画の策定
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宇治市の魅力 六地蔵地域

「宇治川や山並みなどの自然・景観に恵まれている」、「世界遺産の平等院・宇治上神社をはじめとした歴史や文化

に恵まれている」の評価が高くなっています。

「宇治市第6次総合計画策定のためのアンケート調査（R3.4.17～5.9）」より

宇治市の魅力はなんですか？

市内全域と比較して、「京都・大阪に

近く、通勤・通学などが容易である」が

評価されています。



これからの地域づくりの課題 六地蔵地域

①六地蔵駅周辺の変化

ＪＲ六地蔵駅周辺では、市民ニーズの変化から大型商業施設やホテルなどが撤退しました。
⇓

商業ニーズの低下、住宅ニーズの増大、ホテル撤退による文化交流機能が低下など広域的な
交通結節点としてのにぎわいのあり方の検討が必要です。

③災害リスクの共有

地域には、災害リスクが高い地域もあり、浸水や
土砂災害の危険性のある地域について情報共有が
必要です。

⇓
ハザードマップなどによる災害リスクの共有と、
既成市街地における防災能力の向上が必要です。

②交通ネットワーク

多様な交通ネットワークにめぐまれた利便性の高い地域
です。

⇓
隣接する京都市との連携など、まちづくりの影響を見極
めた交通ネットワークの検討が必要です。

④将来のまちの姿の共有

一定の地域内の良好な居住環境の整備及び景観を形成することを目的に地区まちづくり協議会の
認定を受けた地域があります。

⇓
今後も市・市民・事業者がパートナーとして力を結集して将来のまちの姿の共有し、パートナー
シップによるまちづくりを進めることが必要です。



地域づくりの基本方針① 六地蔵地域

５ － １  土 地 利 用 の 方 針  

（ １ ） 住 宅 地  

● 快 適 な 生 活 環 境 を 有 す る 住 宅 地 の 形 成  

住 宅 が 密 集 し て い る 区 域 で は 、地 区 計 画 の 活 用 な ど に よ り 必 要 な 都 市 基 盤

を 検 討 す る な ど し て 災 害 に 強 い 安 全・安 心 し て 居 住 で き る 良 好 な 住 宅 地 の 形

成 を め ざ し ま す 。  

● 自 然 や 文 化 ・ 歴 史 的 遺 産 に 囲 ま れ た 落 ち 着 き の あ る 低 層 住 宅 地 の 形 成  

文 化・歴 史 的 遺 産 に 囲 ま れ た 落 ち 着 き の あ る 低 層 住 宅 地 の 形 成 を め ざ し ま

す 。  

特 に 、宇 治 陵 周 辺 の 住 宅 地 で は 、歴 史 的 遺 産 が つ く る 景 観 を 損 な わ ぬ よ う 、

高 さ や 形 態 、色 彩 に 配 慮 す る と と も に 、身 近 な み ど り を 配 し た 居 住 環 境 づ く

り を め ざ し ま す 。  

（ ２ ） 商 業 地  

● 北 の 玄 関 口 に ふ さ わ し い に ぎ わ い と 活 力 あ る 都 市 空 間 の 創 出  

宇 治 市 の 連 携 拠 点 と し て 、鉄 道 駅 と 連 携 し た 快 適 な 歩 行 空 間 の 充 実 を 図 る

な ど 、回 遊 で き る ま ち づ く り に 努 め 、市 民 の 商 業 ニ ー ズ の 変 化 を 踏 ま え 地 域

の 特 性 を 生 か し た 魅 力 あ る 商 業 ・ 業 務 集 積 を 誘 導 し ま す 。  

京 都 市 域 と 一 体 と な っ た 業 務 、住 宅 な ど の ま ち な み を 形 成 し 、本 市 の 北 の

玄 関 口 に ふ さ わ し い に ぎ わ い と 活 力 あ る 都 市 空 間 の 創 出 を 検 討 し ま す 。  

（ ３ ） 工 業 地  

● 木 幡 池 周 辺 の 環 境 に 配 慮 し た 工 業 地 の 形 成  

木 幡 池 周 辺 は 工 場 と 住 宅 地 が 混 在 し て い る こ と か ら 、工 業 の 健 全 か つ 適 切

な 土 地 利 用 を 維 持 し て い く と と も に 、敷 地 内 の 緑 化 を 働 き か け る な ど 周 辺 と

の 調 和 に 努 め ま す 。  

（ ４ ） 農 地  

● 茶 畑 の 保 全  

茶 畑 を 中 心 と し た 生 産 緑 地 は 、六 地 蔵 の 風 情 と し て 市 民 か ら 愛 さ れ て い る

こ と か ら 、引 き 続 き 、保 全・活 用 を 図 る た め 、特 定 生 産 緑 地 の 指 定 に 努 め ま

す 。  

（ ５ ） 森 林 地 、 緑 地 等  

● 地 域 の 重 要 な 資 源 で あ る 東 部 の 森 林 地 、 緑 地 の 保 全  

近 郊 緑 地 保 全 区 域 に 指 定 さ れ て い る 区 域 内 の み ど り は 、市 街 化 の 拡 大 を 制

限 す る た め に 引 き 続 き 保 全 し ま す 。  

 

５－２ 交通の方針 

（ １ ） 公 共 交 通  

● 多 様 な 鉄 道 網 を い か し た 交 通 結 節 機 能 の 強 化 と公共交通の利用促進 

JR、京阪および地下鉄がより一層便利に利用できるよう交通結節機能の充実に努めると

ともに、既存公共交通の利用促進を図りながらまちづくりと一体となった交通ネットワーク

の充実をめざします。 

（ ２ ） 道 路  

① 幹 線 道 路  

● 幹 線 道 路 の 渋 滞 の 緩 和  

府 道 京 都 宇 治 線 や 京 都 市 道 外 環 状 線 の 渋 滞 緩 和 を 図 る た め の 道 路 の 構 想

を 深 め る と と も に 、府 道 京 都 宇 治 線 及 び 府 道 大 津 宇 治 線 に つ い て は 、沿 道 に

形 成 さ れ て い る 商 業 地・住 宅 地 の 居 住 環 境 へ 配 慮 し な が ら 、ま ち づ く り の 影

響 を 見 極 め そ の 整 備 ・ 改 良 を 関 係 機 関 に 働 き か け ま す 。  

② そ の 他 道 路  

● 地 域 生 活 を 支 え る 生 活 道 路 網 の 整 備  

市 道 大 瀬 戸 熊 小 路 線 を は じ め 地 域 内 の 日 常 生 活 に 密 着 し て い る 主 要 な 道

路 は 、 歩 行 空 間 の 確 保 等 安 全 性 を 考 慮 し た 整 備 、 改 良 を 検 討 し ま す 。  

 

拡充 

拡充 

拡充 

拡充 



地域づくりの基本方針② 六地蔵地域

５ － ３  自 然 的 環 境 の 保 全 お よ び 景 観 形 成 等 の 方 針  

（ １ ） 自 然 的 環 境  

● 湿 地 や 山 地 の 保 全 と 生 活 環 境 の 維 持 ・ 保 全  

木 幡 池 や 近 郊 緑 地 保 全 区 域 内 の 市 街 化 調 整 区 域 で は 、自 然 的 土 地 利 用 の 保

全 を 基 調 と し な が ら 道 路 沿 い の 不 法 投 棄 の 防 止 に 努 め る と と も に 、地 域 の 美

化 活 動 、 緑 化 活 動 な ど 、 良 好 な 生 活 環 境 の 維 持 ・ 保 全 に 努 め ま す 。  

特 に 、木 幡 池 で は 、地 域 の 人 々 も 自 然 と の ふ れ あ い を 望 ん で い る こ と か ら 、

み ど り と 交 流 の 拠 点 と し て 、 親 水 性 の 高 い 空 間 づ く り を め ざ し ま す 。  

（ ２ ） 公 園 ・ 緑 地  

● 身 近 に あ る み ど り の 維 持 ・ 保 全  

宇 治 陵 や 御 蔵 山 聖 天 な ど 、昔 か ら 残 る 身 近 な み ど り が 残 さ れ て い る 地 域 の

豊 か な み ど り の 保 全 に 努 め ま す 。  

（ ３ ） 文 化 ・ 歴 史 的 遺 産  

● 歴 史 的 遺 産 や 神 社 仏 閣 等 と 周 辺 の 樹 林 地 の 保 全  

宇 治 陵 や 許 波 多 神 社 な ど 地 域 固 有 の 歴 史 的 遺 産 を は じ め 、カ ル メ ル 教 会 や

松 殿 山 荘 な ど は そ の 建 物 だ け で な く 、歴 史 を 感 じ さ せ る 樹 林 地 が あ る こ と か

ら 、 こ れ ら の 保 全 を 働 き か け ま す 。  

（ ４ ） 景 観  

● 秩 序 あ る 商 業 地 の 景 観 形 成  

業 務 施 設 の 集 積 に 伴 い 懸 念 さ れ る 建 築 物 の 色 彩 や 、看 板 、広 告 な ど が 周 囲

の 景 観 と 調 和 し た 、北 の 玄 関 口 に ふ さ わ し い 秩 序 だ っ た 景 観 が 形 成 さ れ る よ

う な ま ち づ く り を め ざ し ま す 。  

● 山 並 み ス カ イ ラ イ ン の 景 観 保 全  

市 街 地 東 部 に あ る 天 下 峰 な ど に よ り 形 成 さ れ た 山 並 み ス カ イ ラ イ ン は 宇

治 ら し さ を 象 徴 す る 自 然 的 景 観 な の で 、そ の ス カ イ ラ イ ン を 構 成 す る 山 麓 か

ら 山 頂 に か け て の み ど り の 保 全 に 努 め る と と も に 、山 麓 の 住 宅 地 と の 調 和 に

も 配 慮 し ま す 。  

● 旧 奈 良 街 道 の ま ち な み 景 観 保 全  

旧 奈 良 街 道 沿 い の 歴 史 的 遺 産 は 周 辺 の 景 観 な ど も 含 め て そ の 保 全 に 努 め

る と と も に 、そ れ ら と 地 域 内 の 各 駅 周 辺 や 主 要 施 設 、緑 道 な ど の 自 然 的 環 境

の 中 を 安 全 に 歩 け る 歩 行 者 空 間 づ く り に 努 め ま す 。  

 

５ － ４  都 市 防 災 の 方 針  

● 浸 水 に 対 す る 防 災 機 能 強 化  

近 年 の 局 地 的 豪 雨 に 対 応 で き る よ う 堂 の 川 を は じ め と す る 河 川 ・ 水 路 の 改

良 を 計 画 的 に 進 め ま す 。 ま た 、 木 幡 池 は 遊 水 池 と し て 治 水 上 重 要 な 役 割 を も

っ て い ま す 。 今 後 、 関 係 機 関 と 連 携 を 図 り 、 木 幡 池 の 自 然 環 境 を 保 全 す る と

と も に 、 治 水 上 の 調 整 機 能 の 維 持 ・ 向 上 を 図 る な ど 治 水 対 策 に 努 め ま す 。  

      ● 災 害 リ ス ク の 情 報 共 有  

地 域 内 に は 、 水 災 害 リ ス ク の 高 い 地 域 が あ り ま す 。 ハ ザ ー ド マ ッ プ な ど を

用 い て 、市 民 と 浸 水 や 土 砂 災 害 の 危 険 性 の あ る 地 域 の 情 報 の 共 有 に 努 め ま す 。

 

５ － ５  ま ち づ く り 活 動 の 方 針  

● 文 教 施 設 を 活 動 拠 点 と し た ま ち づ く り 活 動 の 推 進  

文 教 施 設 や 公 民 館 な ど を 拠 点 と し た ま ち づ く り 活 動 を 推 進 す る こ と で 、地

域 住 民 間 の 交 流 の 活 性 化 が 考 え ら れ る こ と か ら 、そ れ ら の 活 用 方 策 の 検 討 を

行 い コ ミ ュ ニ テ ィ の 形 成 を め ざ し ま す 。  

● パートナーシップによる将来のまちの姿の共有 

南御蔵山地区では緑ゆたかで閑静な住宅地を維持し、住民の快適で安全な生活を守ること

をめざしています。また、六地蔵地区並びに木幡御蔵山地域の一部では、都市機能と生活環

境の向上を図り、安全かつ快適で文化的なまちづくりを推進することをめざしています。こう

した地域の将来のまちの姿を共有し、市はこれらの活動を支援します。 

新規 

新規 

拡充 



 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


